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一般財団法人大阪防疫協会
理事長
　 今 田　光 三

大阪府健康医療部長
　 藤 井　睦 子

新年のごあいさつ 新年のごあいさつ

　新年あけましておめでとうございます。
　皆さま方には健やかに新春をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。
　また、日頃から何かとお力添えを賜り、本
当にありがとうございます。
　当協会は、昭和22年 5 月15日（1947年）に
設立され、以来、多くの公益活動と収益事業
を通じて、皆様方より暖かいご支援・ご指導・
ご鞭撻をいただきまして、本年 5 月（2021年）
で74周年を迎えることとなりました。
　設立当初より、大阪府・市の防疫施策に協
力し、感染症（伝染病）並びに公衆衛生の業
務を通じて文化の発展に寄与してまいりまし
た。
　公益法人制度改革による一般財団法人移行
後も、従来より実施しておりました公益事業
に、ワクチン等に関する相談、ネズミ・昆虫
等に関する相談・調査研究、大阪府の業務の
代行として緊急時においても国有ワクチンの
確実な供給を図るなど、府民の皆様方にはよ
り一層身近な存在となりました。
　さて、現下の最大の出来事である新型コロ
ナウイルスによるパンデミックは、今までの
感染症とは次元が異なり直線的に良い方向に
向かっていくという楽観的な 世界観を打ち
破るものでありました。
　このパンデミックは遅くとも 2 年後には終
息すると思われますが、新しい世界観の確立

（当然と考えられていた認識ないしは思想の
転換）に向けて、大きく変容していかなけれ
ばならないと思われます。
　私どもは、皆様からいただいた信頼を大切
に致しまして、人々の健康で快適な暮らしに
奉仕する公益法人設立当初の目的の実現に向
け、また、withコロナの新しい時代のニーズ
にお応えするために、技術者集団として高い
レベルを保ち続け、精力的かつこれまで以上
に社会に貢献すべく努めてまいりますので、
本年もよろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会におかれまして
は、益々御清祥のこととお慶び申し上げます
とともに、日ごろから本府の健康医療行政に
格別の御支援、御協力をいただき、心から感
謝申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界
規模で感染拡大し、本府においても昨年 1 月
29日に新型コロナウイルス感染症患者の発生
が初めて確認され、その後も、複数の感染拡
大の波が押し寄せるなど、今なお府民の皆様
の生活にも大きな影響が生じています。本府
としても、関係機関と連携を取りながら、イ
ンフルエンザ流行期に備え、かかりつけ医等
の身近な医療機関において、相談・受診し、
検査を受けられる体制を整備する等、更なる
新型コロナウイルス感染症対策を実施してい
ます。また、府民の皆様に感染症やその予防
方法に関する正しい知識、新しい生活様式の
実践等を啓発し、感染予防の徹底にご協力を
お願いしているところです。
　2025年には「大阪・関西万博」が開催され
ます。国内外の人の往来が再び活発となると
予想される中、新型コロナウイルス感染症の
経験を踏まえた感染症の発生予防やまん延防
止対策が、今後、重要となってまいります。
　「安心・安全なまち大阪・関西」を世界に
発信するためには、これまで以上に行政とし
て迅速に対応していくことが必要です。貴協
会がこれまで培ってこられた専門的知見は、
感染症の発生予防やまん延防止対策に対応す
るにあたり非常に心強いものであり、これか
らも、引き続き、御協力いただきますようお
願いいたします。
　結びに、貴協会の益々の御発展と皆様方の
御健勝をお祈りいたしまして、新年のごあい
さつとさせていただきます。
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大阪市健康局
生活衛生担当部長
　 川 人　　優

堺市健康福祉局
健康部長
　 河 内　義 慶

新年のごあいさつ 新年のごあいさつ

　あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様方には、
健やかに新年をお迎えのことと、心からお喜
び申しあげます。
　貴協会の皆様方におかれましては、平素か
ら環境衛生行政をはじめ大阪市政の各般にわ
たり格別の御理解、御協力を賜り、厚くお礼
申しあげます。また、貴協会におかれまして
は、防疫に関する相談事業に日頃から取り組
まれており、その社会貢献に対して深く敬意
を表する次第であります。
　さて、昨年は新型コロナウイルスの感染拡
大が市民生活のみならず、社会、経済など多
方面にわたって甚大な影響を及ぼしました。
貴協会におかれましては、新型コロナウイル
ス関連の消毒業務が行える体制整備が為され
ていると伺っており、新型コロナウイルスの
感染拡大の防止に努めている大阪市におきま
しても、誠に心強い限りです。
　今後は、新型コロナウイルスとの共存を前
提に、新しい生活様式への対応促進を図り、
感染拡大の防止と市民生活・経済活動の維持
との両立が持続的に可能となるよう、市民生
活への支援及び経済活動の段階的引上げを進
め、新型コロナウイルスを乗り越えた先にあ
る大阪の成長・発展の基盤の確立をめざして
まいりますので、皆様方の御理解と御協力を
賜りますようお願い申しあげます。
　また、大阪・関西が持つ強みに磨きをかけ
て、高い付加価値や技術革新を生み出すとと
もに、緊密なアジアの成長力を取り込み、成
長する都市を実現することにより、国内外か
らヒト・モノ・カネ・情報が集まる、魅力が
あふれ、世界で存在感を発揮する東西二極の
一極として、副首都にふさわしい大阪をめざ
してまいりますので、皆様方の御理解と御支
援を賜りますよう重ねてお願い申しあげます。
　結びにあたり、一般財団法人大阪防疫協会
の今後ますますの御発展と会員の皆様方の御
健勝、御活躍を心からお祈り申し上げまして、
新年のあいさつといたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　今田理事長をはじめ一般財団法人大阪防疫
協会の皆様方には、健やかに2021年の新春を
迎えられ、益々ご清栄のことと心からお慶び
申し上げます。
　また旧年中は、本市保健衛生行政の推進に
ご理解とご協力を賜り、心からお礼申しあげ
ます。
　昨年は新型コロナウイルスが世界各国で猛
威を振るい、日本のみならず世界中を不安の
渦に巻き込みました。全世界での陽性者数が
数千万人となり、百万人以上の尊い命が失わ
れる悲しい事態となりました。我が国におい
ても、多数の陽性者が確認されており、予断
を許さない状況が今なお続いています。その
ため、今後も今まで以上に感染拡大の防止と
ともに、医療・検査体制の強化が求められて
います。
　新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため
には、私たち一人ひとりが基本的な感染対策
を徹底することが欠かせません。
　本市では、市民の皆さまに感染拡大の傾向
をわかりやすく発信する「堺シグナル」の導
入、感染予防と地域経済の回復との両立をめ
ざし、新しいライフスタイルとワークスタイ
ルを実践する「堺スタイル」等の取組を進め
ています。また、医師会や医療機関等にご協
力いただき、新型コロナウイルス感染症に関
する周知啓発、診療や検査体制の充実等に取
り組んでいます。
　このように、市民の健康と安全・安心な生
活を確保するという自治体の基本責務を果た
すため、常に危機管理の意識をもって対策を
講じてまいる所存です。貴協会におかれまし
ては、本市のめざす「健康都市・堺」の実現
に向けその豊富な知識、経験、高度な技術を
ご教示いただき、より一層のお力添えを賜り
ますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、一般財団法人大阪防
疫協会の益々のご発展と皆様方のご活躍とご
健勝、そして、本年が皆様にとりまして健康
で幸多い一年となりますことを心よりお祈り
いたしまして、新年のごあいさつとさせてい
ただきます。
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東大阪市健康部長

島 岡　正 之

高槻市健康福祉部長

根 尾　俊 昭

新年のごあいさつ 新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。旧年中は、本市の保健衛生行政推進
に格別のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　2019年12月に中国の武漢市にて原因不明の
肺炎が報告され、2020年 1 月にWHOが新型
コロナウイルスを確認してから、同ウイルス
による感染症が猛威を振るう世界的流行（パ
ンデミック）となり、まだまだ終息の見通し
が立っていません。このコロナ禍により、戦
後最大の難局に直面することとなり、我が国
で初めて緊急事態宣言が発出され、感染拡大
防止対策と地域経済回復の両立の難題が突き
付けられることとなりました。地域における
健康危機管理の拠点である保健所は、今後
益々機能強化が求められることから、本市と
しても更なる公衆衛生行政の機能強化を図り
市民の生命と健康を守り安心して暮らせるよ
う取り組んでまいります。
　また、2020年 7 月には「令和 2 年 7 月豪雨」
と名付けられた集中豪雨が発生し、西日本か
ら東日本、東北地方の広い範囲で記録的な大
雨となりましたが、この大雨により球磨川や
筑後川など大河川での氾濫が相次いだほか、
土砂災害、低地の浸水等により人的被害や物
的被害が多く発生しました。毎年のように各
地で大規模な自然災害が発生していることか
ら、本市としても改めて地域における防災力
の強化、強靭な街づくりの重要性を認識し、危
機管理体制の整備・強化に努めてまいります。
　貴協会におかれましては、永年にわたり
培ってこられた豊富な知識や技術を遺憾なく
発揮され、今後とも本市の保健衛生行政の推
進に引き続きご尽力賜りますようお願い申し
上げます。
　結びにあたり、一般財団法人大阪防疫協会
の今後益々のご発展と会員の皆様方のご健
勝、ご多幸を心から祈念いたしまして、新年
のごあいさつとさせていただきます。

　新年明けましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様には益々
ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、
旧年中は、本市の保健衛生行政の推進に格段
のご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大
により、社会・経済に甚大な影響が生じ、生
活様式が一変した年となりました。お亡くな
りになった方々に謹んで哀悼の意を表すると
ともに、感染された方々やそのご家族の皆様
には、心よりお見舞い申し上げます。
　本市におきましては、市長を本部長とした
新型コロナウイルス対策本部を設置し、市民
への正確な情報提供や総合的対策を推進する
とともに、保健所において感染症患者への対
応や感染のまん延防止に取り組んでまいりま
した。また、重症化のリスクが高い高齢者を
感染から守るため、一人ひとりができる感染
対策をオール高槻で実践する「高槻市新型コ
ロナ防衛アクション」を実施しております。
また、高齢者への市独自支援として、65歳以
上のインフルエンザ予防接種費用の無料化
や、新型コロナ受診相談センターに高齢者等
優先ダイヤルを設置するなどの施策を実施し
てまいりました。
　今後、効果的なワクチンの開発や治療法が
確立するまで、感染拡大の脅威が続くことが
予想されます。本市としても各関係機関等と
連携し、市民の命を守るための取り組みを進
めてまいります。
　貴協会におかれましても、永年にわたり
培ってこられた防疫活動に関する豊富な知識
や高度な技術が、より一層必要とされてゆく
ものと存じます。今後とも住民の安全・安心
の確保にご尽力いただくとともに、本市の保
健衛生行政の推進にご支援とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
　結びとなりますが、貴協会の益々のご発展
と会員の皆様方のご健勝、ご多幸を心から祈
念いたしまして、新年のごあいさつとさせて
いただきます。
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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ

豊中市健康医療部長

松 岡　太 郎

枚方市健康福祉部長

山 崎　　宏

　新年あけましておめでとうございます。
　新春を迎え、一般財団法人大阪防疫協会の
皆様には、益々ご清栄のことと心からお慶び
申し上げます。
　旧年中は、本市保健衛生行政の推進にご理
解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　2020年は正に「公衆衛生学の歴史に残る一
年」であったように思います。新型コロナウ
イルスという未知のウイルスとの闘いに明け
暮れた、というのが実感です。特に保健所職
員の頑張りには感服いたしました。豊中市
保健所ではこの間、“コロナ対策”の 4 つの
目的（「私たち豊中市保健所の全ての職員は、
以下の 4 点を大事に考え、行動します」）と
して、
１ ．重症化し死亡に至る感染者をゼロにする
（最小限にする）

２ ．軽症や無症状の感染者が安心して療養に
努め、回復されるようにお手伝いをする

３ ．濃厚接触者やその周辺の市民の不安を和
らげ、必要な検査に繋げる

４ ．一般市民に感染症に関する知識を啓発し、
感染拡大防止行動を促し、併せて陽性者や
濃厚接触者に対する偏見や誤解、中傷を最
小限にする

を掲げ、全職員で取り組みました。
　2021年は、アフターコロナを見据えた事業
をさらに加速させることが必要です。健康づ
くりの分野では、けんしん（健診と検診）の、
あるいはかかりつけ医の「受診控え」に起因
する生活習慣病などの悪化や拡大を少しでも
緩和しなくてはなりません。保健衛生業務全
般に関わることとしては、デジタル技術の活
用により、住民への啓発方法や窓口業務の
在り方を大きく変革させる必要があります。
2020年のコロナ禍での経験を生かして、全職
員と力を合わせて取り組みたいと思います。
　貴協会におかれましては、永年にわたり
培ってこられた防疫や環境衛生対策に関する
豊富な知識と経験、高度な技術をいかんなく
発揮され、本市の保健衛生行政の推進に、よ
り一層のご支援とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
　最後になりましたが、一般財団法人大阪防
疫協会の益々のご発展と会員の皆様方のご健
勝、ご多幸を祈念いたしまして、新年のごあ
いさつとさせていただきます。

　新年明けましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、健やかに佳き新春をお迎えのこと
と心よりお慶び申し上げます。
　旧年中は、本市の保健衛生行政の推進にご
理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年より新型コロナウイルス感染症
の発生が全世界で続いており、収束にはまだ
まだ時間を要する状況です。新型コロナウイ
ルス感染症により亡くなられた方々のご冥福
を心よりお祈り申し上げますとともに、罹患
された方々の一日も早いご快復をお祈り申し
上げます。
　本市においても、昨年 1 月31日に枚方市新
型コロナウイルス対策本部を設置し、5 月末
の緊急事態宣言解除後も、継続して対応にあ
たっているところです。今回、感染拡大防止
対策を進めるにあたり、公衆衛生学に基づい
た衛生的環境の確保や感染症対策における行
政の役割、また、健康危機管理対策の重要性
について、再認識することとなりました。保
健所では、市民からの相談対応からPCR検査
受診調整、入院等療養調整や病状把握、積極
的疫学調査等、多岐にわたる様々な業務を、
国や大阪府、医療機関等、関係機関と連携の
下、進めております。
　昨年から延期のため、本年開催予定の東京
オリンピック・パラリンピックは、感染症対
策を行う中での大規模な国際イベントの開催
となります。そのため、新型コロナウイルス
感染症だけではなく、国内でこれまでに例の
ない感染症や新たな外来生物の侵入に対応す
るため、さらなる危機管理体制の強化が求め
られております。
　貴協会におかれましては、様々な危機事象
に際してもこれまで培ってこられた豊富な知
識、経験と高度な技術を遺憾なく発揮され、
今後とも本市の保健衛生行政の推進にご支援
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びにあたり、貴協会の益々のご発展と会
員の皆様方のご健勝、ご多幸を祈念いたしま
して、新年のごあいさつとさせていただきます。
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八尾市
健康まちづくり部長
　 浅 原　利 信

寝屋川市健康部長

田 邊　雅 章

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。また、旧年中は、本市保健衛生行政
の推進に格段のご理解、ご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　さて、昨年は、国内外で新型コロナウィル
ス感染症が感染拡大し、2 月に一斉休校要請、
4 月には緊急事態宣言が発出されるなど、経
済活動や市民生活に大きな影響を与えた年で
した。本市におきましては、市民に対し「 3 密」
を避け、手洗いやマスク着用等の感染予防対
策の励行や、不特定多数の方が利用される飲
食店、理・美容所、旅館、興行場、公衆浴場
等に対し、共用部分の消毒や換気方法、感染
拡大予防ガイドラインの周知を行うなどの取
組みを行ってまいりました。併せて国民健康
保険料の負担緩和の実施や、新型コロナウィ
ルス感染症の検査及び患者等の受入れ体制拡
大のため、関係機関のご協力のもと、病院や
診療所における診療・検査体制の確保のため
の支援策を進めてまいりました。
　また、本年度は今後の本市における健康づ
くりの方向性を示すべく、健康日本21八尾計
画及び八尾市食育推進計画の改定に取り組ん
でおります。来たる2025年には健康をテーマ
の一つとしての大阪・関西万国博覧会も開催
されることから、今後も保健所を中心とし、
本市と国・大阪府・医療機関等が一層連携を
深め、身近な地域での相談体制の確保等、地
域住民が住み慣れた地域で安全安心に暮らし
ていけるよう努めてまいります。
　貴協会におかれましても、永年にわたり
培ってこられた防疫、環境衛生対策等に関す
る知識、経験等を遺憾なく発揮され、今後と
も本市の保健衛生行政の推進にご支援とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びにあたり、貴協会の益々のご発展と会
員の皆様方のご健勝、ご多幸を祈念いたしま
して、新年のご挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、健やかに新春をお迎えのこととお
慶び申し上げます。
　また、旧年中は本市衛生行政の推進に格別
のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年は、本来であればオリンピック
イヤーでしたが、新型コロナウイルス感染症
の影響により延期されたことは記憶に新しい
ところでございます。
　この新型コロナウイルス感染症による未曾
有の危機に直面する中、本市では感染拡大防
止及び、感染者に対する迅速な対応を可能に
するため、ドライブスルー型の「PCR外来」
を設置し、「新型コロナ対策室」を立ち上げ
るとともに、“市民の命を守り”“生活を支え
る”約19億円規模となる新型コロナウイルス
感染症対応「緊急支援パッケージ」を打ち出
しました。この緊急支援では、様々な支援に
より市民生活・事業活動を支えるとともに、
ウイルスと共存・共生に向けた「Withコロナ」
に対応するための施策・事業を進めておりま
す。これら施策・事業を切れ目なく継続する
ことにより、市民の皆様の生命と健康を守る
ことを最優先として、社会経済活動と感染拡
大防止の両立に向けた取り組みを着実に進め
ているところでございます。
　貴協会におかれましては、世界中が未曾有
の危機に直面している今、長年にわたって
培ってこられた防疫対策などに関する豊富な
知識や技術を遺憾なく発揮されますととも
に、今後とも本市の保健衛生行政の推進にご
支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　結びにあたり、貴協会のますますのご発展
と会員の皆様のご健勝、ご多幸、また、一日
も早く皆様が平常時の日常生活を取り戻すこ
とができるよう祈念いたしまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ 新年のごあいさつ
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吹田市健康医療部長
　 前 村　誠 一

一般財団法人
阪大微生物病研究会
理事長
　 山 西　弘 一

　あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様方におか
れましては、健やかな新年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
　旧年中は本市の健康医療行政に格別の御理
解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　貴協会に置かれましては、多年にわたり防
疫に関する相談事業を実施するとともに知識
の普及啓発を図るなど、公衆衛生の向上のた
めの社会貢献に取り組まれていることに深く
感謝いたします。
　さて、昨年は新型コロナウイルス感染症が
世界中で猛威を振るった年でした。そして、
残念ながら現在においても収束の見通しは
立っていない状況です。
　そのような中で、本市は昨年 4 月 1 日に中
核市移行したことにより、保健所を開設いた
しました。開設と同時に鳴りやまぬ電話に対
応するという波乱の幕開けとなりました。
　その後、緊急事態宣言が発令されたことも
あり、コロナへの対応は保健所職員だけでは
なく、隣接する保健センターの保健師や本庁
職員の応援も含めた体制で実施することとい
たしました。中核市としての機動力を発揮し、
何とか対応することができたと考えておりま
す。
　今後、コロナへの対応が長期戦となり職員
にも疲労が見えている中、本来の保健所が果
たすべき業務をいかに的確に実施していくか
が課題となっています。市民の皆様にとっ
て、より身近なところでその命と健康を守る
ため、保健所の体制強化を図り、医療機関や
医師会、歯科医師会、薬剤師会とも連携して、
しっかりと役割を果たしてまいります。
　貴協会におかれましては、今後とも本市の
健康医療行政の推進に御支援と御協力を賜り
ますようお願い申し上げます。
　最後に、貴協会の益々の御発展と会員の皆
様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新
年の御挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　一般財団法人大阪防疫協会の皆様におかれ
ましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上
げます。また旧年中は、当財団のワクチン事
業への格別のご理解とご尽力を賜りましたこ
と、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年ほど人々の「感染症」への関心
が高まった年はなかったのではないでしょう
か。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
により、東京オリンピック・パラリンピック
が延期を余儀なくされるなど、社会全体に大
きな影響を及ぼしました。そのような未曾有
の状況下にありながらも貴協会におかれまし
ては、各種ワクチンの安定供給のため多大な
るご貢献をいただきましたこと、心より感謝
申し上げます。また、新型コロナウイルス感
染症に罹患された皆様、感染拡大により影響
を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げ
ますとともに、困難な状況下で医療の最前線
に立たれている医療関係者の皆様に改めて感
謝申し上げます。
　COVID-19ワクチンが世界中で待望される
中、当財団ではアカデミアや研究機関と連携
し、長年のワクチン開発・製造経験によって
得られた知見とノウハウを活かした着実なア
プローチで、ワクチンと検査技術の研究開発
に取り組んでおります。いずれも早期実用化
を目指し、引き続き全力を傾けてまいります。
また将来的には、その連携体制をさらに発展
させ、新興感染症の予防と制御に向けた研究
開発を行うプラットフォームとして整備して
いく考えです。
　「新しい生活様式」のもと、COVID-19を
含めた様々な感染症への対策について、その
重要性が改めて謳われつつあります。先行き
の見通しも困難な状況が依然として続きます
が、だからこそ当財団は確かな信念を忘れる
ことなく、本年もワクチン供給を通じて公衆
衛生への寄与に努めてまいります。貴協会か
らも旧年に変わらぬご理解とご尽力を賜れま
すよう心よりお願い申し上げます。
　結びにあたり、貴協会の益々のご発展と、
会員の皆様方のご健勝を祈念いたしまして、
新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ 新年のごあいさつ




